用言・体言以外の自立語３　　接続詞
１　接続詞の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
接続詞は、自立語で活用がなく、接続語になる。前に述べた事柄とあとに述べる事柄とをつなぎ、その二つの関係を示すはたらきをするが、その二つの言葉の単位はさまざまである。
①　単語（文節）をつなぐ　例ペン、または鉛筆を用意しなさい。
②　文をつなぐ　　　　　　例走って疲れた。それで、休憩をとった。
③　段落をつなぐ　　　　　転換・逆接・順接の接続詞が多く用いられる。
※接続詞について考えるときには、何と何（どことどこ）をつないでいるのか、また、その二つの事柄の関係は何かという点に注意しながら考えよう。
２　接続詞の種類…順接／逆接／並立・累加／説明・補足／対比・選択／転換　　　　　　　　　　
（１）順接…前に述べた事柄があとに述べる事柄の順当な原因・理由になる。

（主な語）だから・したがって・そこで・すると

例雨が降った。だから遠足は中止された。

（２）逆接…前に述べた事柄とあとに述べる事柄とが食い違っている。
（主な語）しかし・ところが・だが・けれども

例雨が降った。しかし遠足は決行された。

（３）並立・累加…前に述べた事柄にあとに述べる事柄を並べたり、付け加えたりする。

（主な語）そして・また・それから・および

例雨が降ってきた。そして風まで吹きだした。
（４）説明・補足…前に述べた事柄を、あとに述べる事柄でまとめたり、補ったりする。

①　言い換え・要約　例黒雲が出ている。つまり雨が近いということだ。
②　理由　　　　　　例遠足が中止された。なぜなら雨が降ったからだ。
③　補足　　　　　　例明日は遠足だ。ただし雨が降ったら中止になる。

（５）対比・選択…前に述べた事柄とあとに述べる事柄とを比べたり、比べて選んだりする。

（主な語）または・あるいは・それとも

例明日は遠足ですが、雨または雪が降った場合は中止です。
（６）転換…前に述べた事柄から話題を変えてあとに続ける。
（主な語）さて・ところで・では・ときに

例すごい雨だったね。ところで今日遊びに行ってもいい？
※（４）「説明・補足」の接続詞は、さらに①～③の種類に分けられ、それぞれの接続詞を互いに置き換えることはできない。それに対し、他の「順接」「逆接」などの接続詞は、ほとんどの場合、同じ関係を表す他の接続詞に置き換えることができる。

【接続詞以外の、言葉をつなぐ語句】

①　このため・そうだとすれば（順接）
②　その反面・そうはいっても（逆接）

③　それと同時に・これとともに（並立・累加）

④　なぜかというと・要するに（説明）

⑤　そうでなければ・それに対して（対比・選択）

⑥　話は変わるが・それはそれとして（転換）

【確認問題】

１　次の　　線部の接続詞の意味として適切なものをあとから一つずつ選び、記号で答えなさい。

①　宿題が終わった。では、出かけるとしようか。　　〔　　　　　〕
②　幾多の困難がベートーヴェンを襲った。でも、彼は音楽家であることをやめなかった。

〔　　　　　〕
③　お茶にしますか、それともコーヒーにしますか。　〔　　　　　〕
④　一着、および二着の者が決勝へ進出できる。　　　〔　　　　　〕

⑤　日本料理は今やニューヨークやパリでもふつうに食べられる。つまり国際的に広まっているのだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　　　　　〕
⑥　今年の夏は寒く、日照時間が短かった。したがって、秋の収穫が懸念されている。

〔　　　　　〕

ア　順接　　イ　転換　　ウ　累加　　エ　説明　　オ　逆接　　カ　選択
２　次の　　　に入る適切な接続詞をあとから一つずつ選び、記号で答えなさい。

①　台風が近づいている。テレビ　　　ラジオで情報を得るようにしよう。

②　君が正選手になるのは無理だろう。　　　練習次第で可能性が皆無というわけではない。

③　姉はこの春高校を卒業した。　　　、隣町にある看護学校へ進んだ。

④　ぼくは音楽は苦手だ。　　　妹のお供で、一緒にコンサートに行くことになった。

⑤　薬を飲み、　　　熱が下がった。

ア　ところが　　イ　そして　　ウ　それで　　エ　または　　オ　ただし
３　次の各組から　　線部が接続詞のものを一つずつ選び、記号で答えなさい。

①　ア　もうすぐ頂上だ。そこで、昼食をとろう。
イ　目が疲れた。そこで、少し休むことにした。

②　ア　明日もまた一緒に遊ぼうよ。
イ　父は医者で、また大学教授でもある。
③　ア　眠いけれど、がまんして宿題を仕上げた。

イ　いつも遊んでばかりいる。けれど成績は上位だ。

①　〔　　　　　〕　　②〔　　　　　〕　　③〔　　　　　〕
